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13－    －
愛媛県松山市方言における命令表現の音調 









（1）イソイドンジャケン チャッチャト カエ。 （急いでいるのだからさっさと買え。）
（2）ハヨ ムコー イキ。 （早く向こうに行け。）
（3）ヨカッタラ コノ カミニ オカキ。 （よかったらこの紙に書きなさい。）









動詞の基本形について「拍数に関らず、2 または 3 種」と述べ、高起（H）0 型と低起（L）0 型を
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  五段活用 3拍：H0型、H1型、L0型 五段活用 2拍：H0型、L0型








 本稿では以下の話者への調査を基に記述を行う。なお、話者 A・Bは久保（2020a）の話者 A・D、
及び久保（2020b）の話者 A・Bに一致する。
話者 A 筆者。男性。1991 年生。2010 年 3 月まで松山市に、2010年 4月以降は徳島県および広
島県に居住。
話者 B 2000年生。女性。2018年 3月まで松山市に、2018年 4月以降は愛知県に居住。
４ 命令表現の音調
 ここで示す音調は久保（2020b）で示したものに加筆・修正を加え、整理し直したものである。動







す。音調の表記は、[ は上昇、] は下降、[[ は音節内の上昇、]] は音節内の下降を表す。
４．１ 命令形 




ても型の区別を保持する。また、4 拍語では五段活用で H0 型語と H3 型語は命令形でどちらも[◯
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◯◯]◯となり型の区別を失うが、L3型語は[カカワ]レとカカ[ワ]レで揺れており、型の区別を完全







活用 拍 アクセント型 語例 終止形 命令形
五段 2拍 H0型 行く [イク [イ]ケ（ー） [イ]ケ]ー
L0型 書く カ[ク カ[ケ カ[ケ]ー
3拍 H0型 歌う [ウタウ [ウ]タエ（話者 A） ウ[タ]エ（話者 B）
H1型 思う [オ]モウ [オ]モエ（話者 A） オ[モ]エ（話者 B）
L0型 歩く アル[ク [ア]ルケ（話者 A） ア[ル]ケ（話者 B）
4拍 H0型 従う [シタガウ [シタガ]エ
H3型 疑う [ウタガ]ウ [ウタガ]エ
L3型 関わる カカ[ワ]ル [カカワ]レ～カカ[ワ]レ
一段 2拍 H0型 寝る [ネル [ネ]ー
L0型 見る ミ[ル [ミ]ー
3拍 H0型 捨てる [ステル [ス]テー ス[テ]ー
L0型 逃げる ニゲ[ル [ニ]ゲー ニ[ゲ]ー
4拍 H0型 始める [ハジメル [ハジ]メー
H3型 合わせる [アワセ]ル [ア]ワセー
L3型 抱える カカ[エ]ル [カ]カエー
カ変 2拍 L0型 来る ク[ル [キ]ー
サ変 2拍 L0型 する ス[ル [セ]ー
４．２ 連用形 






ては先述の通り命令形とも中和する。五段活用 2 拍と一段活用 3 拍は、無核は[◯◯（ー）対◯[◯
（ー）、有核は[◯◯]ー対◯[◯]ーで型の区別を維持する。五段活用 3 拍や 4 拍といった活用形の拍
数が長くなる語では、高起語同士（3拍の H0型と H1型、4拍の H0型と H3型）の型区別は失われ
る。その一方で低起語は高起になることもあるが、低起を保ったまま発音される場合がある。③文





用 4 拍 H0 型語は上昇を伴わない場合は[◯◯◯（ー）で発音されるが、上昇を伴う場合は◯◯[[◯
のように語頭から上昇までは相対的に低く発音される。有核の場合は、文末上昇は起こらない。
表２ 連用形の音調
活用 拍 アクセント型 語例 終止形 連用形
無核 有核




L0型 書く カ[ク カ[キ（ー）
†カ[[キー
カ[キ]ー












4拍 H0型 従う [シタガウ [シタガイ シタガ[イ
    †シタガ[[イー
[シタガイ]ー
H3型 疑う [ウタガ]ウ [ウタガイ ウタガ[イ
    †ウタガ[[イー
[ウタガイ]ー
L3型 関わる カカ[ワ]ル [カカワリ カカワ[リ
    †カカワ[[リー
カカワ[リ]ー
～[カカワリ]ー
一段 2拍 H0型 寝る [ネル [ネ（ー）
[[ネー
（[ネ]ー）
L0型 見る ミ[ル [ミ（ー）
†[[ミー
（[ミ]ー）
3拍 H0型 捨てる [ステル ス[テ（ー）
†ス[[テー
[ステ]ー～ス[テ]ー
L0型 逃げる ニゲ[ル ニ[ゲ（ー）
†ニ[[ゲー
ニ[ゲ]ー








L3型 抱える カカ[エ]ル カ[カエ（ー） カ[カエ]ー
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†カカ[[エー
カ変 2拍 L0型 来る ク[ル [キ（ー）
†[[キー
（[キ]ー）












活用 拍 アクセント型 語例 終止形 連用形
無核 有核




L0型 書く カ[ク オカ[キ（ー）
†オカ[[キー
オカ[キ]ー
3拍 H0型 歌う [ウタウ [オウタイ オウタ[イ
   †オウタ[[イー
[オウタイ]ー
～オウタ[イ]ー
H1型 思う [オ]モウ [オーモイ オーモ[イ
   †オーモ[[イー
[オーモイ]ー
～オーモ[イ]ー
L0型 歩く アル[ク [オアルキ オアル[キ
   †オアル[[キー
[オアルキ]ー
～オアル[キ]ー












一段 2拍 H0型 寝る [ネル オ[ネ（ー）
†オ[[ネー
オ[ネ]ー
L0型 見る ミ[ル オ[ミ（ー）
†オ[[ミー
オ[ミ]ー
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4拍 H0型 始める [ハジメル [オハジメ オハジ[メ
   †オハジ[[メー
オハジ[メ]ー
H3型 合わせる [アワセ]ル [オアワセ オアワ[セ
†オアワ[[セー
オア[ワ]セー
L3型 抱える カカ[エ]ル オ[カカエ オカカ[エ
   †オカカ[[エー
オ[カカエ]ー
カ変 2拍 L0型 来る ク[ル オイ[デ ×オキ（ー）















活用 拍 アクセント型 語例 終止形 テ形（中止） テ形（命令）




L0型 書く カ[ク カイ[テ]] カイ[テ
†カイ[[テー





H1型 思う [オ]モウ [オ]モッテ
[オ]モッ[テ]]
[オモッテ オモッ[テ
   †オモッ[[テー
L0型 歩く アル[ク [ア]ルイテ
[ア]ルイ[テ]]
[アルイテ アルイ[テ
   †アルイ[[テー




H3型 疑う [ウタガ]ウ [ウタガッテ [ウタガッテ ウタガッ[テ
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ウタガッ[テ]] †ウタガッ[[テー




一段 2拍 H0型 寝る [ネル [ネ]テ4 [ネテ
†ネ[[テー
L0型 見る ミ[ル ミ[テ]] ミ[テ
†ミ[[テー
3拍 H0型 捨てる [ステル [ス]テテ
[ス]テ[テ]]
[ステテ  ステ[テ
    †ステ[[テー
L0型 逃げる ニゲ[ル ニゲ[テ]] [ニゲテ ニゲ[テ
    †ニゲ[[テー
4拍 H0型 始める [ハジメル [ハジ]メテ
[ハ]ジメ[テ]]
[ハジメテ ハジメ[テ
   †ハジメ[[テー
H3型 合わせる [アワセ]ル [ア]ワセテ
[ア]ワセ[テ]]
[アワセテ アワセ[テ
   †アワセ[[テー
L3型 抱える カカ[エ]ル カカエ[テ]] [カカエテ カカエ[テ
   †カカエ[[テー
カ変 2拍 L0型 来る ク[ル キ[テ]] キ[テ
†キ[[テー








は一段活用 2拍では失われるが、五段活用 2拍及び 3拍以上では、高起語と低起語の区別が認めら
れる。ただし、他の形式でも見られたように、五段活用 3拍や 4拍で高起の型が 2種類ある場合（3
拍：H0 型対 H1 型、4 拍：H0 型対 H3 型）、その区別は失われる。また、一部の高起語は低起で現
れることもある。③文末音調については、上昇イントネーションはンカ形では見られない5。
表５ ンカ形の音調
活用 拍 アクセント型 語例 終止形 否定形 ンカ形
無核 有核
五段 2拍 H0型 行く [イク [イカン [イカンカ [イカン]カ
～[イカ]ンカ
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[イカンカ]ー
イカン[カ]ー
































一段 2拍 H0型 寝る [ネル [ネン [ネンカ [ネン]カ～[ネ]ンカ
[ネンカ]ー
ネン[カ]ー
L0型 見る ミ[ル [ミン [ミンカ [ミン]カ～[ミ]ンカ
[ミンカ]ー
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ミン[カ]ー






















カ変 2拍 L0型 来る ク[ル [コン [コンカ [コン]カ～[コ]ンカ
[コンカ]ー
コン[カ]ー







かで核の位置が揺れる。②一段活用 2 拍では活用した場合に型の区別を失う。5 段活用 2 拍及び 3
拍以上では型の区別が曖昧になり、低起（カ[カン]ケンもしくはカ[カ]ンケン）ではなく高起で現れ
る場合もある。他の形式と同様に、五段活用 3拍や 4拍で高起の型が 2種類ある場合（3拍：H0型
対 H1型、4拍：H0型対 H3型）、その区別は失われる。③文末の上昇は伴わない。
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表６ ンケン形の音調
活用 拍 アクセント型 語例 終止形 否定形 ンケン形
五段 2拍 H0型 行く [イク [イカン [イカン]ケン～[イカ]ンケン
イカン[ケ]ン
L0型 書く カ[ク カ[カン [カカン]ケン～[カカ]ンケン
～カ[カン]ケン～カ[カ]ンケン
カカン[ケ]ン
3拍 H0型 歌う [ウタウ [ウタワン [ウタワ]ンケン～[ウタワン]ケン
ウタワン[ケ]ン
H1型 思う [オ]モウ [オ]モワン [オモワ]ンケン～[オモワン]ケン
オモワン[ケ]ン
L0型 歩く アル[ク アル[カン [アルカ]ンケン～[アルカン]ケン
～ア[ルカ]ンケン～ア[ルカン]ケン
アルカン[ケ]ン
4拍 H0型 従う [シタガウ [シタガワン [シタガワン]ケン～[シタガワ]ンケン
シタガワン[ケ]ン
H3型 疑う [ウタガ]ウ [ウタガワン [ウタガワン]ケン～[ウタガワ]ンケン
ウタガワン[ケ]ン
L3型 関わる カカ[ワ]ル カカワ[ラン [カカワラン]ケン～[カカワラ]ンケン
カカワラン[ケ]ン
一段 2拍 H0型 寝る [ネル [ネン [ネン]ケン～[ネ]ンケン
ネン[ケ]ン
L0型 見る ミ[ル [ミン [ミン]ケン～[ミ]ンケン
ミン[ケ]ン
3拍 H0型 捨てる [ステル [ステン [ステン]ケン～[ステ]ンケン
ステン[ケ]ン
L0型 逃げる ニゲ[ル ニ[ゲン [ニゲ]ンケン～[ニゲン]ケン
～ニ[ゲン]ケン～ニ[ゲ]ンケン
ニゲン[ケ]ン
4拍 H0型 始める [ハジメル [ハジメン [ハジメン]ケン～[ハジメ]ンケン
ハジメン[ケ]ン
H3型 合わせる [アワセ]ル [アワセン [アワセン]ケン～[アワセ]ンケン
アワセン[ケ]ン
L3型 抱える カカ[エ]ル カカ[エン カ[カエン]ケン～カ[カエ]ンケン
カカエン[ケ]ン
カ変 2拍 L0型 来る ク[ル [コン [コン]ケン～[コ]ンケン
コン[ケ]ン
サ変 2拍 L0型 する ス[ル [セン [セン]ケン～[セ]ンケン
セン[ケ]ン





五段活用 2拍及び 3拍では区別を保つ、（3）拍数が長くなると高起のアクセント型が 2種類あれば
その区別を失い、低起語は高起語で現れることもある、という特徴が認められた。型の区別が曖昧
化する及び低起語が高起語で現れる点については、伝統的に区別されていたものが若年層では区別
が失われつつある状態なのではないかと推察する。
文末音調については、連用形無核、オ＋連用形無核、テ形が上昇のイントネーションを伴うこと
ができる。また、共通して有核形では文末に上昇は伴わない。本稿では文末音調として上昇イント
ネーションのみを認めてきたが、その一方で、下降のイントネーション（積極的下降）の可能性に
ついても述べておきたい。連用形、オ＋連用形、ンカ形は共通して長音化して文末音節に核を持つ
形がある。久保（2020b）では松山市方言における命令表現の発話機能と運用における考察の中で、
「有核だと拘束力が強くなる傾向がある」と述べている。久保（2020b）及び本稿のこれまでの記述
では有核型と見なしてきたが、有核型（文末音節に核）が共通して命令の拘束力を強める意味合い
があるのであれば、アクセントではなく下降のイントネーションと見なせる可能性がある。
５ おわりに
 本稿では松山市方言における代表的な命令表現がとり得る音調についての記述を試みた。6 つの
形式を取り上げたが、型の区別の保持不保持については共通した特徴があることがわかった。文末
音調については、上昇イントネーションの有無について述べてきたが、4.7 でも述べた通り、下降
イントネーションについても考慮すべきであることが明らかになった。また、今回は若年層のみの
データで記述を行ったが、中・高年層も対象に含めた記述も必要である。
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